


５
月
24
日
、
午
前
10
時
の
開
会
の
後
、
初
め
に
物
故

組
合
員
役
職
員
へ
向
け
黙
祷
を
捧
げ
、
Ｊ
Ａ
綱
領
を
唱

和
し
、
激
励
状
及
び
目
録
の
贈
呈
、
良
質
乳
出
荷
者
表

彰
及
び
永
年
勤
続
者
表
彰
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

激
励
状
贈
呈
で
は
、
今
年
の
５
月
よ
り
音
標
地
区
で

営
農
を
開
始
し
た
孫
叡
さ
ん
と
歌
登
本
幌
別
地
区
の
菊

池
栄
治
牧
場
の
後
継
者
、
菊
池
智
拓
さ
ん
が
、
連
合
会

を
代
表
し
、
ホ
ク
レ
ン
稚
内
支
所
、
佐
藤
支
所
長
よ
り

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
激
励
状
が
贈
呈
さ
れ
た
２
名

と
、
今
年
の
７
月
よ
り(

有)

ヤ
マ
ウ
ス
フ
ァ
ー
ム
の
経

営
を
引
き
継
ぎ
、(

同)

枝
幸
ヒ
ロ
ヤ
マ
フ
ァ
ー
ム
と
し

て
新
た
に
営
農
を
開
始
す
る
廣
山
辰
徳
さ
ん
が
、
特
別

措
置
要
領
に
よ
り
、
乳
牛
購
入
代
金
と
し
て
１
０
０
万

円
の
目
録
が
向
井
地
組
合
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

良
質
乳
出
荷
者
表
彰
で
は
、
山
﨑
紀
幸
さ
ん
、
米
田

徹
さ
ん
（
当
日
欠
席
）
、
菅
原
一
人
さ
ん
の
３
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
勤
続
者
表
彰
は
、
30
年
勤
続
し
た
職
員
が
表
彰

さ
れ
、
横
山
伸
一
店
長
、
松
永
修
輝
課
長
、
金
木
孝
典

課
長
、
乾
洋
之
課
長
の
４
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
で
向
井
地
組
合
長
は
、
昨
年
は
長
雨
に
よ

る
粗
飼
料
の
品
質
低
下
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
伴

う
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
あ

っ
た
年
で
し
た
が
、
生
乳
の
出
荷
量
は
組
合
員
皆
様
の

ご
努
力
も
あ
り
、
前
年
比
１
０
２
．
３
％
の
結
果
と
な

っ
た
事
や
、
議
案
に
も
あ
る
枝
幸
町
へ
の
寄
付
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
財
務
が
厳
し
い
中
、
多
大
な
支
援
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
育
成
牧
場
施
設
の
新
設
や
、

組
合
員
、
子
会
社
等
の
労
働
力
確
保
の
為
の
、
技
能
実

習
生
や
就
農
研
修
生
の
宿
舎
建
設
を
進
め
て
行
く
こ
と

を
考
え
て
の
寄
付
で
あ
り
、
次
年
度
以
降
も
決
算
状
況

に
よ
っ
て
継
続
し
て
行
き
た
い
旨
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
ご
祝
辞
を
頂
き
、
来
賓
紹
介
、
祝

電
披
露
を
行
い
議
長
選
出
へ
進
み
ま
し
た
。

第

回
通
常
総
会開

催

10
５
月
24
日
、
枝
幸
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
出
席
者

１
１
５
名
（
本
人
出
席
60
名
、

委
任
状
25
名
、
書
面
議
決
書
30

名
）
の
中
、
宗
谷
南
農
業
協
同

組
合
第
10
回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

～激励状贈呈～

奥から、孫叡さん、菊池智拓さん

～良質乳出荷表彰～

奥から、山﨑紀幸さん、菅原一人さん

～目録贈呈～

奥から、孫叡さん、廣山辰徳さん、菊池智拓さん

～永年勤続者表彰～

奥から、横山店長、松永課長、金木課長、乾課長



Ｊ

Ａ

宗

谷

南

は
、

５

月

の

通
常

総

会
で

町
に

対

す
る

寄

付

の

承

認

を

受

け
、

６

月

４

日
、

農

業

振

興

と

国

際

経

済

交
流

に

役
立

て
て

も

ら
う

為

３
３

０

０
万

円
を

寄

付
し

ま

し
た
。

向

井

地
組

合
長

と

寺
前

参

事

が
、

町

役

場

を

訪

れ

目

録

を
村
上
守
継
町
長
に
手
渡
し
、

向

井

地

組

合

長

は
、
「

地

域

農
業

振

興
の

た
め

に

３
０

０

０

万

円
、

国

際

交

流

の

た

め

に
３

０

０
万

円
を

使

っ
て

頂

け
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

村

上

町

長

は
、
「

毎

年

多

額
の

寄

付
を

頂
き

あ

り
が

た

く

お

受

け

取

り

致

し

ま

す
。

町

の

農

業

振

興

は

勿

論
、

今

あ
ら

ゆ

る
産

業
で

人

手
不

足

が

生

じ

て

お

り
、

今

後

に

お

け
る

労

働
力

確
保

に

つ
な

げ

ら
れ

る

よ
う

有
効

に

活
用

さ

せ

て

頂

き

た

い
」

と

感

謝

の

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
長
選
出
で
は
、
歌
登
本
幌
別

地
区
の
関
口
真
也
さ
ん
が
指
名
さ

れ
、
議
案
第
１
号
、
〔
規
約
付
属

書
〕
監
事
監
査
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て
か
ら
始
ま
り
、
今
年
は

役
員
改
選
の
年
で
あ
り
、
議
案
第

９
号
の
役
員
の
選
任
ま
で
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
報
告
事

項
を
報
告
し
、
議
長
退
任
挨
拶
で

関
口
議
長
は
「
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
議
長
の
大
役
を
務
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
新
元
号
と
な

り
新
し
い
時
代
を
生
き
て
行
く
中

で
、
こ
の
総
会
を
通
じ
て
、
当
農

協
が
躍
進
す
る
こ
と
を
祈
念
致
し

ま
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
、
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決

議
事
項
の
着
実
な
実
践
を
通
じ
た

自
己
改
革
の
取
組
み
に
関
す
る
特

別
決
議
案
を
寺
前
参
事
が
読
み
上

げ
、
盛
大
な
拍
手
を
も
っ
て
採
択

さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

議長に指名された、関口真也さん

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
髙
橋
代
表
監
事
と
佐
々
木
監
事
が

退
任
、
新
た
に
米
内
監
事
と
福
井
監
事
が
選
任
さ
れ
、
総
会
終
了

後
、
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
と
監
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
代
表
理
事
組
合
長
は
向
井
地
氏
が
再
任
、
代
表
監
事
に

は
平
田
氏
が
新
た
に
選
任
と
な
り
ま
し
た
。
尚
、
役
員
の
構
成
は

次
の
通
り
で
す
。

新任の

米内監事
新任の

福井監事

退任された

髙橋代表監事

退任された

佐々木監事

理 事

【代表理事組合長】

向井地 信 之(再)

【組合長代行／総務委員長】

下 山 勲(再)

【業務委員長】

小野寺 俊 一(再)

【生活店舗・整備工場運営特別委員長】

小 林 政 夫(再)

【総務副委員長】

木 村 浩(再)

【業務副委員長】

吉 田 明 彦(再)

【生活店舗・整備工場運営特別副委員長】

山 崎 幸 夫(再)

【学識経験理事】

寺 前 孝 義(再)

【信用担当理事】

清 野 盛(再)

枝
幸
町
へ

寄
付
金
の
贈
呈

左：村上町長

右：向井地組合長

監 事

【代表監事】

平 田 勝一郎(再)

【監 事】

米 内 潤 二(新)

【監 事】

福 井 金 吾(新)



２０１９年道北ブラック＆ホワイトショウ結果（JA宗谷南）

５
月
13
日
、
ホ
ク
レ
ン
豊
富
地
域
家
畜
市
場

を
会
場
に
、
道
北
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ

ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
に
大
久
保
大
輔
氏
（
清
水
町
・
酪
農

家
）
が
選
任
さ
れ
、
宗
谷
・
留
萌
管
内
よ
り
１

０
０
頭
、
当
農
協
か
ら
は
６
戸
28
頭
が
出
品
さ

れ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
し
て
の
資
質
を
競
い
ま
し

た
。１

部
で
、
赤
坂
一
弘
さ
ん
出
品
の
「
マ
タ

ド
ー
ア

ジ
ヤ
コ
ビ
ー

ク
レ
ア
」
が
１
位
、

小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の
「
オ
ム
ラ

ソ
ロ
モ
ン

ア
ベ
イ
ル

Ｅ
Ｔ
」
が
２
位
、
２
部
で
、
内
田

喜
久
男
さ
ん
出
品
の
「
ハ
ツ
ピ
ー
ラ
イ
ン

ジ

ヤ
コ
ビ
ー

ラ
ス
タ
ー
」
が
１
位
、
４
部
で
、

赤
坂
一
弘
さ
ん
出
品
の
「
ニ
シ
キ

ソ
ロ
モ
ン

チ
ヤ
ー
チ
エ
ル

ス
ー
」
が
１
位
で
、
「
ル
ー

ジ
ユ
モ
ン
テ

キ
ン
グ
ス
ウ
エ
イ

ド
ア
マ
ン

ハ
ピ
ネ
ス

Ｅ
Ｔ
」
が
３
位
と
そ
れ
ぞ
れ
上
位

に
入
賞
し
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
赤
坂
一

弘
さ
ん
出
品
の
「
マ
タ
ド
ー
ア

ジ
ヤ
コ
ビ
ー

ク
レ
ア
」
、
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
小

椋
義
則
さ
ん
出
品
の
「
オ
ム
ラ

フ
ジ
サ
ン

ブ
ラ
ツ
ク

Ｅ
Ｔ
」
が
輝
き
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
幌
延
町
の

富
樫
悠
輔
さ
ん
出
品
の
「
ヘ
ー
ル
ス
ト
ー
ン

ト
ラ
デ
イ

Ａ
Ｃ

ミ
ラ
ニ
ス
タ
」
が
輝
き
ま

し
た
。

ジュニアチャンピ

オンを受賞した赤

坂一弘さん(中央

左)と、リザーブ

ジュニアチャンピ

オンを受賞した小

椋義則さん(中央

右)

出品番号１０５ 出品番号１０３ 出品番号２１９

出品番号５０５ 出品番号４０３ 出品番号４０８

グランドチャンピオン：「ヘールストン トラデイ AC ミラニスタ」幌延町 富樫 悠輔

５
月
25
日
～
26
日
、
安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
場
に
て
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
３
１
３
頭
の
出
品
が
あ
り
、
枝
幸
町
か
ら
は
４
頭

が
出
品
さ
れ
、
日
頃
の
乳
牛
改
良
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
、
北
見
地
方
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
の
副
会

長
を
務
め
て
い
る
山
内
誠
氏
を
招
き
審
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
清
水
町
の

(

有)

田
中
牧
場
出
品
、
「
Ｔ
Ｍ
Ｆ

ナ
デ
イ
ル

ア
ツ
ト

ア

ン
ナ

エ
コ
ー
」
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は

陸
別
町
の(

有)

編
田
牧
場
出
品
、
「
ア
ミ
ダ

プ
リ
ン
セ
ス

ゴ
ー
ル
ド

チ
ツ
プ

ロ
ー
ザ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

２０１９年北海道ブラック＆ホワイトショウ出品牛(JA宗谷南)

グランドチャンピオン：「ＴＭＦ ナデイル アツト アンナ エコー」清水町 (有)田中牧場

リザーブグランドチャンピオン：「アミダ プリンセス ゴールド チツプ ローザ」陸別町 (有)編田牧場

部 名 号 生年月日 出品者
1部 オムラ　ソロモン　アベイル　ＥＴ H30.10.02 小椋　義則
2部 ハツピーライン　ジヤコビー　ラスター H30.06.13 内田　喜久男
3部 オムラ　ＭＳ　エーデルワイス H30.05.12 小椋　義則
5部 オムラ フジサン ブラツク　ＥＴ H29.10.02 小椋 義則

部 出品番号 名　　　　号 生年月日 出品者 順位

105 　マタドーア　ジヤコビー　クレア H30.9.14 赤坂　一弘 １位

103 　オムラ ソロモン アベイル ＥＴ H30.10.2 小椋　義則 ２位

110 　ポールスター アクミー ドアマン H30.8.20 高橋　慶大 ４位

219 　ハツピーライン ジヤコビー ラスター H30.6.13 内田　喜久男 １位

232 　オムラ ＭＳ エーデルワイス H30.5.12 小椋　義則 ４位

３部 316 　ポールスター ドアマン カルブレツト H30.3.10 高橋　慶大 ８位

408 　ニシキ ソロモン チヤーチエル スー H30.1.3 赤坂　一弘 １位

403 　ルージユモンテ キングスウエイ ドアマン ハピネス ＥＴ H30.1.9 赤坂　一弘 ３位

411 　ウチ プロフイツト ソロモン マークイス H29.12.7 内田　喜久男 ５位

５部 505 　オムラ フジサン ブラツク ＥＴ H29.10.2 小椋　義則 １位

６部 605 　ロング メリプラ コツトン H29.7.2 内田　喜久男 ２位

７部 723 　ニシキ アンソニー チツプ ブリトニー H28.11.25 赤坂　一弘 ８位

８部 802 　Ｍ．Ｆ ロメオ ドミニク H28.10.21 関口　真也 ６位

902 　マタドーア ビーマー ミツシエル ステラ H28.3.20 赤坂　一弘 ２位

904 　オムラ ヒル アンドリユー H28.1.31 小椋　義則 ３位

１０部 1002 　Ｍ．Ｆ ロベル コントラスト H27.10.23 関口　真也 ５位

105 　マタドーア ジヤコビー クレア H30.9.14 赤坂　一弘 チャンピオン

505 　オムラ フジサン ブラツク ＥＴ H29.10.2 小椋　義則 リザーブ
未経産の部

１部

２部

４部

９部



献
血
を
広
げ
よ
う

５
月
23
日
に
献
血
車
「
ひ
ま
わ
り

号
」
が
農
協
事
務
所
前
に
来
所
し
、

職
員
は
献
血
を
行
い
ま
し
た
。

輸
血
に
使
う
血
液
は
人
工
的
に
作

れ
ず
、
長
期
保
存
も
出
来
な
い
為
、

日
々
献
血
す
る
人
を
増
や
す
こ
と
が

大
切
と
の
こ
と
で
、
献
血
車
は
年
２

回
来
町
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際

は
当
農
協
職
員
も
献
血
に
協
力
し
て

お
り
、
多
い
人
で
は
１
０
０
回
以
上

献
血
を
し
て
い
る
職
員
も
お
り
ま
す
。

献
血
を
す
る
と
、
血
液
検
査
の
結

果
が
後
日
届
く
な
ど
あ
り
ま
す
の
で
、

献
血
を
広
げ
る
為
に
も
、
献
血
車
が

来
町
し
た
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

巡
回
ド
ッ
ク
で

健
康
管
理

４
月
16
日
～
19
日
に
か
け
て
、
旭
川
厚
生
病

院
に
よ
る
巡
回
ド
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
２
３
９
名

が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

巡
回
ド
ッ
ク
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
に
、
毎
年
全
道

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
代
医
療
で
は
早
期
発
見
、
治
療
で
治
る
確

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
気
が
付
き
に
く
い
病
気
で
、

そ
こ
か
ら
脳
梗
塞
な
ど
に
も
繋
が
る
危
険
な
病

気
で
す
。
そ
う
い
っ
た
事
態
に
繋
が
ら
な
い
よ

う
に
是
非
厚
生
病
院
の
巡
回
ド
ッ
ク
を
活
用
し
、

自
身
は
も
ち
ろ
ん
ご
家
族
の
健
康
作
り
に
も
ご

配
慮
下
さ
い
。

農
業
者
は
体
が
資
本
で
す
の
で
、
健
康
状
態

の
悪
化
は
、
経
営
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
今
回
受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、
旭
川
厚
生

病
院
で
受
診
出
来
ま
す
の
で
、
管
理
課
ま
で
問

合
せ
下
さ
い
。

春
の
農
業
廃
プ
ラ
回
収

４
月
22
日
～
25
日
で
農
業
用
廃
プ
ラ
の
回
収
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
回
収
量
は
、
お
よ
そ
87
ｔ
あ
り
ま
し
た
。

廃
プ
ラ
等
は
産
業
廃
棄
物
で
あ
り
適
正
に
処
理
す
る
必
要

が
あ
り
、
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
も
可
能
な
大
切
な
資
源
で
も

あ
り
ま
す
。
今
後
も
ク
リ
ー
ン
農
業
を
め
ざ
し
、
廃
棄
物

の
分
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
廃
プ
ラ
回
収
時
の
お
願
い
～

日
頃
よ
り
、
廃
プ
ラ
回
収
に
対
し
ご
理
解
ご
協
力
を
し

て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

廃
プ
ラ
回
収
時
に
つ
い
て
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
廃
プ

ラ
回
収
時
に
は
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
の
口
を
閉
じ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
回
収
時
に
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
の
口
が
開

い
て
い
る
と
中
身
が
飛
び
、
環
境
汚
染
の
一
因
に
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
の
口

を
閉
じ
中
身
が
出
な
い
よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。



無角遺伝子について

近年アニマルウェルフェアによる考え方に対応した飼養管理に基づき、除角については牛への過剰な

ストレスを防止するため、可能な限り苦痛を生じさせない方法をとるとされています。

今回は除角が不要な無角遺伝子について触れていきたいと思います。

無角とは

文字通りに角がない、もしくはほんの少し角が生える程度で大きくならない事を言います。

除角作業の必要がなくなり、管理上では望ましい遺伝子形質です。

角の遺伝子および遺伝様式

角の遺伝子は有角遺伝子と無角遺伝子があり、無角の遺伝子（赤）は優性です。

遺伝様式は３つのパターンがあります。

無角産子が生まれる確立

※母牛が無角へテロ「ＰＣ」の

場合は75％。「ＰＰ」の場合は

100％の確率で無角産子が生まれ

ます。

★ 当農協無角キャリア選定種雄牛 ★

① JP3H57714X ﾃﾞｲﾍﾞﾛｯﾌﾟ ﾐｽﾀｰ P ET 6,000円

② HG941392 ﾃﾞﾙﾀ ﾌｱﾝ P ﾚﾂﾄﾞ 3,000円

どちらの種雄牛も、無角キャリアで、半分以上の確率で無角の産子が生まれます。



JAグループ通信

ＮＨＫ連続テレビ小説「なつぞら」をご覧になっていますでしょうか？
ＪＡ北海道中央会のフェイスブックページでは、4月23日より「なつぞら
に関する投稿」を不定期ながら発信しています。

ドラマでは当時の農業や農村の様子だけはなく、農協（ＪＡ）について

も、取り上げられていることから、北海道農業をサポートするＪＡグルー

プ北海道として、ドラマの感想も含め、関連する北海道農業・酪農の歴史

や魅力、ＪＡに関する歴史・話題などをお届けしてゆく予定です。

フェイスブックにて検索頂きＪＡ北海道中央会のページに「いいね！」

「ページをフォローする」をタップ頂きますと、記事が表示されるように
なりますので、ご覧いただけると幸いです。フェイスブックページで「Ｊ
Ａ北海道中央会」で検索するか、または、こちらのアドレスからどうぞ。

⇒ https://www.facebook.com/jahokkaido

ＪＡ北海道中央会

ＪＡバンク北海道では、スポーツ振興や地
域振興の観点から、「日刊スポーツ豊平川マ
ラソン」への協賛を行い、今年で４年目とな
ります。ゼッケンに「ＪＡバンク北海道」ロ
ゴを掲出し、特設ブースには新キャラクター
「よりぞう」も駆け付け、一緒に写真撮影を
された方に「よりぞう」シールをプレゼント
しました。「よりぞう」が登
場すると、たくさんの子供たち
に囲まれ、大会を大いに盛り上
げました。

ＪＡ北海道信連

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活
動内容を紹介します。各団体の詳しい取り組
み内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

ＪＡ共済連では、道内の８校（中・高等学
校）にて、スタントマンが危険な自転車走行
に伴う交通事故場面を再現し、生徒が事故の
危険性を疑似体験する（スケアード・ストレ
イト教育技法）自転車交通安全教室を開催し
ます。
ＪＡ共済連は、本活動を通じて交通事故の

未然防止を図り、次世代を担
う子供たちの育成と安全な生
活環境づくりに貢献していき
たいと考えております。

ＪＡ共済連北海道

ホクレンは創立100周年を迎えた4月18日、札
幌パークホテルにて会員ＪＡ・取引先をはじめ
とする皆様にご臨席いただいて記念式典を開催
し、続けて祝賀会も開催しました。
祝賀会では100周年の節目にあらためて設定

したホクレンの経営理念～わたしたちは生産者
のための協同組合として会員ＪＡと連携した事
業を通じ、共生の大地北海道から、「農」と
「食」の未来を担います～
が内田会長より発表されま
した。

ホクレン

組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健
康を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進
を図ることを目的として、広報誌「すまい
る」を発行しております。
年３回発行しており、様々な医療・健康情

報を発信しております。
ホームページにも
バックナンバーを
掲載しております
ので、是非ご一読
ください。

ＪＡ北海道厚生連



５
月
29
日
～
30
日
、
公
共
育
成

牧
場
の
夏
季
預
託
一
斉
入
牧
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
若
手
酪
農
家
、
町
職
員
、

農
協
職
員
、
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

枝
幸
従
業
員
が
作
業
に
あ
た
り
、

酪
農
家
29
戸
か
ら
、
３
３
０
頭

を
搬
入
し
ま
し
た
。
最
初
に
牧

場
の
待
機
場
へ
運
ば
れ
、
体
重

測
定
や
個
体
識
別
番
号
の
確
認

を
行
い
、
そ
の
後
、
放
牧
地
へ

と
運
ば
れ
ま
し
た
。

10
ヶ
月
齢
～
20
ヶ
月
齢
の
育

成
牛
が
秋
に
は
、
50
㎏
～
１
０

０
㎏
増
体
し
、
妊
娠
牛
と
な
っ

た
育
成
牛
た
ち
は
預
託
元
へ
戻

り
、
立
派
な
搾
乳
牛
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

６
月
４
日
、
若
手
酪
農
家
の
生
産
技
術
の
理
解･

習
得

及
び
情
報
交
換
を
目
的
に
、
宗
谷
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
か

ら
24
名
が
参
加
し
、
よ
つ
葉
乳
業
㈱
若
手
酪
農
生
産
者
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
農
協
か
ら
、
乙
忠
部
の
石
田
晃

介
さ
ん
、
風
烈
布
の
佐
藤
良
介
さ
ん
、
営
農
課
の
間
見
谷

係
が
猿
払
村
に
あ
る(

有)

北
の
大
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

(

有)

北
の
大
地
は
、
井
上
勝
敏
代
表
取
締
役
他
、
構
成

員
８
名
、
従
業
員
４
名
の
計
13
名
で
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

井
上
氏
は
、
構
成
員
の
満
足
感
を
基
本
に
し
て
お
り
育
成

牛
は
全
て
預
託
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
し
て
経
産
牛
４
６
９
頭
を
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
で
搾
乳

し
、
労
働
力
の
省
力
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
に
合
わ
な
い
牛(

手
間
の
か
か
る
牛
、
乾
乳
に
近
い
牛)

な
ど
は
、
既
存
の
パ
ー
ラ
ー
を
併
用
し
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

を
効
率
よ
く
稼
働
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。(

有)

北
の
大
地
の
特
徴
と
し
て
は
、
地
域
と
牧
場
の
将
来
を
考

え
た
投
資
計
画
の
策
定
・
実
行
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
省
力
化
の
実
践
、
バ
イ
オ

ガ
ス
、
コ
ン
ポ
ス
ト
導
入
に
よ
る
堆
肥
処
理
問
題
を
解
決

し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
視
察
終
了
後
は
、
よ
つ
葉
乳
業
㈱
宗
谷
工
場
へ

場
所
を
移
し
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
牧
場
視
察

で
、
「
縦
型
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
が
め
ず
ら
し
い
と
思
っ

た
。
」
「
従
業
員
の
住
む
場
所
は
何
処
に
あ
る
の
か
。
」

な
ど
感
想
や
疑
問
を
出
し
合
い
、
疑
問
は
井
上
氏
に
回
答

を
頂
き
、
疑
問
が
解
消
さ
れ
た
所
で
研
修
は
終
了
し
ま
し

た
。

(有)北の大地

井上勝敏代表取締役
視察研修会に参加した佐藤良介さん(左)

と石田晃介さん（右）

編
集
委
員

村
田

太

野
澤

隼
希

飯
田

達
也

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲

縦型バルククーラー

（容量20,000 ）


